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 教育課程・学習指導 生徒指導・支援 進路指導・支援 地域との協働 学校管理・学校運営 

目 

標 

・確かな学力の定着 

・主体的に目標を立て、 

 粘り強く学習に取り組 

 む姿勢の育成 

・個に応じた学習支援 

・日本語を母語としない 

 生徒への学習支援 

・自己肯定感の育成と規 

範意識の定着 

・基本的生活習慣の確立 

・社会や学校のルール・マ 

ナーの遵守 

・他者理解 

・生きる力の育成 

・社会人基礎力育成 

・自己理解 

・自己実現 

・地域に必要とされる学校 

・中高連携事業の活性化 

・地域と結びつき、開かれ

た学校づくりの一層の充

実を図る 

・生徒が安全に生活できる

学校づくりに取り組む 

主
な
方
策 

・教科指導力向上 

・授業改善授業研究 

・朝学習 

・放課後補 

・ＩＣＴの利活用 

・生徒の理解度、習熟

度に寄り添った学習

指導 

・生活指導を通じた規

範意識の向上 

・生徒の主体的な学校

行事の企画・運営の

支援 

・地域貢献など、成功

体験を生徒に積ませ

る機会の提供 

・個に応じた目標設定 

・保護者向け進路説明

会や生徒向け進路ガ

イダンスの充実 

・総合的な探究の時間

を活用し、主体性を

身に付ける 

・自己の価値観の分析 

・ポートフォリオ作成 

・学校運営協議会を通

して本校の課題につ

いて、学校・地域が

取り組む 

・授業だけでなく、部

活動、地域ボランテ

ィア等で中高連携事

業を活性化させる 

・日常の職務を通じ

て、職員の規範意識

の向上と不祥事防止

研修の実施。防災マ

ニュアルの見直し 

・コミュニティースク

ールを活用した第三

者評価の実施と公開 

 

 

 

スクール・ミッション 

 全日制普通科の高校として、生徒一人ひとりの学修や進路等の目標の実現に応えるため、学年制によ

るカリキュラム・マネジメントに学校全体で取り組み、学力の育成、豊かな人間性や社会性を培い、社会

的・職業的に自立することを目指した学校づくりに取り組む。 

 

学校教育目標 

愛川高校３つの Cの育成を目指す。 

Ｃｏｎｆｉｄｅｎｃｅ    「自 信」自己肯定感を高め何事にも前向きに取り組む生徒を育てる。 

Ｃｏｍｐｌｉａｎｃｅ    「遵 守」社会に通用するルールやマナーを醸成する。 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 「対 話」多様性を認め、誰とでも分け隔てなく交流できる生徒を育てる。 

グラデュエーション・ポリシー 

学ぶことに興味を持ち、主体的に学ぶ姿勢を育成し、

自立して自己決定できる力をつける。基本的生活習慣

を身に付け、社会人としてルール・マナーを遵守できる

規律意識を醸成する。自己決定力を持ち、自分でキャリ

アプランを育成できる。多様性を認め、他者を敬うこと

ができるコミュニケーション能力を持った人間を育

て、地域創生・地域との共生を支える人材を育成する。 

 

カリキュラム・ポリシー 

・確かな学力の定着に取組み、学び直しを可能にする丁寧なカリ

キュラムを展開する。また生徒一人ひとりの理解度に合わせた学

習、振り返り活動を実践する。 

・コミュニケーション力を伸ばし、アウトプットできる表現力を

育成する。 

・自らを律することができる社会人基礎力と、規範意識や倫理観

を育成する。 

・多様な進路選択を可能にする柔軟な学びを追求する。 

・地域に根差した国際色豊かな教育に取り組む。 

 アドミッション・ポリシー 

 愛川高校「３つのＣ」について理解、関心を持った生徒。 

・Ｃｏｎｆｉｄｅｎｃｅ   （自信）向上心を持って学習に取り組み、主体的に行動できる生徒。本校の特色を理解し、学校

行事や地域活動に積極的に参加する意欲を持った生徒。  

・Ｃｏｍｐｌｉａｎｃｅ   （遵守）ルールやマナーを守り、社会人としての基礎を学ぶ意欲のある生徒。 

・Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ（対話）多様性を尊重し、誰とでも分け隔てなく交流できる生徒。 

校訓・沿革・伝統                特色のある学校行事等 

自然を愛し人を愛す               〇連携型中高一貫教育（愛川中・愛川東中・愛川中原中） 

規律を重んじ知性を磨く             〇地域学校協働本部「明日楓（あすか）会」設置 

身体を鍛え不屈の心を養う            〇中高大連携 

 


